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パナソニックグループの環境取り組み
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パナソニックの樹脂循環フロー

生産技術本部

ＰＥＴＥＣ
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ

・仕様
・情報

・技術
・設備

ＰＳフレーク

ＰＰフレーク

ＡＢＳフレーク

アプライアンス社

ＰＳペレット

ＰＰペレット

ＡＢＳペレット

家電製品
（ＴＶ、ＡＣ、ＷＭ、ＲＥ）

技術開発・設備開発
［本ﾃｰﾏ］樹脂選別技術・設備の開発

家電品の生産・販売
［本ﾃｰﾏ］回収樹脂の洗浄・劣化回復

使用済み家電品ﾘｻｲｸﾙ
［本ﾃｰﾏ］単一樹脂を選別･回収

【家電ﾘｻｲｸﾙ工場】

【樹脂再生工場】【家電品 生産工場】

事業部
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本事業の樹脂リサイクルプロセス

手解体
機械破砕
（シュレッダー）

自動選別
（鉄、非鉄）

混合樹脂
（シュレッダー

ダスト）

ふるい
選別

①近赤外線選別
３種混合樹脂の同時選別

機械破砕

③ペレタイズ・品質保証

ＰＳ
ﾌﾚｰｸ

ＰＰ
ﾌﾚｰｸ

ＡＢＳ
ﾌﾚｰｸ

ＰＳ
ﾍﾟﾚｯﾄ

ＰＰ
ﾍﾟﾚｯﾄ

ＡＢＳ
ﾍﾟﾚｯﾄ

使用済み
冷蔵庫

エアコン

冷蔵庫

②洗浄・異物除去

廃棄処理
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近赤外線選別 （当社技術） 特徴

概要

生産ラインの
コンセプト 小規模ステップ投資 生産規模に柔軟に対応

プロセス 近赤外線のみで選別 １プロセス構成

選別樹脂 PP、PS、ABS ３種同時選別

選別純度 ９９%以上 高純度選別

回収率 ８０％～９０％ 高回収率

Ｂｒ除去 ３００ｐｐｍ未満 樹脂選別と同時処理

ユーティリティー 電気のみ オール乾式

エア分別

近赤外線
センサー

樹脂選別技術の特徴

◆ １プロセス構成で、混合樹脂の３種同時選別とＢｒ有無選別

◆ オール乾式で、廃水処理が不要

①近赤外線選別
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■分子構造によって、光の吸収特性が異なることに着目し、樹脂種を特定

測定原理

分子構造により、波長毎の
光の吸収率に違いあり

ABSPP

光の吸収特性の測定で
樹脂の種類を特定

波長

吸
光

度

吸
光

度

波長

光源 近赤外線センサ

測定樹脂片

樹脂種により
反射光は固有

吸収スペクトルは、樹脂の種類により異なる

<赤外線吸収スペクトル例>

近赤外線識別センサーの原理と独自技術

同一樹脂種で、Ｂｒの有無でスペクトルに差あり

樹脂材料の吸光特性に着目

◆ＰＰ、ＰＳ、ＡＢＳの３種分別に加え、Ｂｒの有無を判定可能

Ｂｒなし Ｂｒあり

吸
光

度

波長

ABS

更に短波長側を
観測すると、

当社独自

①近赤外線選別
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３種同時選別技術

気流制御 有り （新技術）

気流制御 無し （従来）

■気流で樹脂片の飛翔を安定化し、３種同時選別を実現

①近赤外線選別

◆ 選別純度： ３種同時選別にて、各樹脂の純度９９％を実現
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乾式洗浄＆異物除去
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◆独自のプロセスで 「オール乾式」 を実現

②洗浄・異物除去
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調質剤添加・品質保証
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寿命評価

ＴＧｰＤＴＡ

◆独自の添加剤処方により 、樹脂は「再生材100％」 で家電製品に活用
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③ペレタイズ・品質保証
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再生樹脂 活用事例

『冷蔵庫 内部部品への再生ＰＰ樹脂活用事例』活用事例①

カバーダクトVC

『エアコン フィルター枠への再生ＰＳ樹脂活用事例』

エアコン室内機

フィルター枠

フィルター枠

フィルター

活用事例②
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本事業の効果＆今後の展開

○本事業の効果

１．廃棄物の削減＆資源の有効活用
（１） 廃棄物の削減 １，６５７ｔ/年

（２） 再生樹脂として活用 ８２０ｔ/年

（３） 再商品化率向上 ５．４％

２．省エネルギー
（１） 電力使用量削減 ２，９５９ＭＷｈ/年

（２） ＣＯ２削減量 １，２１３ｔ/年

○今後の展開

１．他の家電リサイクル工場にも本プロセスを展開、再生樹脂の回収拡大

２．再生樹脂 高付加価値化技術により、様々な樹脂部品へ再生樹脂を展開

３．関係者の情報ネットワーク連携による樹脂再生の効率化



ご清聴ありがとうございました


